
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６
月
12

日
・
13
日
に
「
東
武
ホ
テ

ル
レ
バ
ン
ト
東
京
」
に
お

い
て
、
第
26
回
定
期
大
会

を
開
催
し
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合

結
成
25
年

政
策
課
題
と

組
織
課
題
の
さ
ら
な
る
前

進
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
も

安
全
で
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ

を
築
こ
う
！
」
を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
代
議
員
、

来
賓
、
傍
聴
者
合
わ
せ
、

約
２
５
０
名
が
参
集
し
、

安
全
確
立
、
民
主
化
闘
争

完
遂
、
政
策
実
現
、
労
働

条
件
の
向
上
を
中
心
と
す

る
新
年
度
の
運
動
方
針
を

建
設
的
か
つ
熱
心
な
討
議

を
通
じ
、
満
場
一
致
で
決

定
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
松

岡
会
長
は
「
こ
の
間
の
25

年
、
30
年
を
振
り
返
り
つ

つ
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組
と
グ
ル
ー

プ
労
組
92
単
組
と
と
も
に
、

政
策
制
度
・
組
織
課
題
を

解
決
し
、
安
全
で
社
会
に

貢
献
す
る
Ｊ
Ｒ
を
築
く
た

め
、
運
動
方
針
の
実
践
を

通
じ
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍

を
目
指
そ
う
」
と
訴
え
、

運
動
方
針
の
各
重
要
課
題

に
つ
い
て
、
所
信
を
述
べ

た
。そ

の
後
、
来
賓
の
連
合
、

交
運
労
協
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
談
会
議
員
等
に

順
次
連
帯
と
激
励
の
挨
拶

を
受
け
た
後
、
議
事
に
入

り
、
執
行
部
よ
り
一
般
経

過
報
告
・
決
算
報
告
、
２

０
１
７
年
度
運
動
方
針
案

及
び
予
算
案
が
提
起
さ
れ
、

代
議
員
・
特
別
代
議
員
・

女
性
特
別
代
議
員
の
計
12

名
か
ら
、
運
動
方
針
を
さ

ら
に
補
強
す
る
立
場
で
発

言
が
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
か
ら
も
代
議
員
、
特

別
代
議
員
、
傍
聴
者
な
ど

14
名
が
出
席
す
る
な
か
、

中
村
代
議
員
が
代
表
し
、

①
安
全
の
確
立
に
つ
い
て

②
春
闘
に
つ
い
て
③
政
策

課
題
解
決
に
つ
い
て
発
言

し
、
討
論
に
参
加
し
た
。

そ
の
後
、
執
行
部
答
弁
、

河
村
事
務
局
長
の
総
括
答

弁
の
後
、
全
議
案
が
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
長
き

に
わ
た
り
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動

を
牽
引
し
て
き
た
上
村
総

合
組
織
・
政
策
局
長
及
び

吉
田
組
織
部
長
が
退
任
さ

れ
た
。

新
役
員
に
は
、
松
岡
会

長
が
再
任
さ
れ
る
と
と
も

に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
中
村
香
川
支
部
副
執
行

委
員
長
が
執
行
委
員
に
選

出
さ
れ
た
。

安
全
の
確
立
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、

「
安
全
・
安
定
輸
送
の
確

保
」
が
輸
送
業
務
の
最
重

要
課
題
で
あ
る
と
の
認
識

に
立
ち
、
労
働
組
合
と
し

て
の
チ
ェ
ッ
ク
・
提
言
機

能
を
発
揮
し
な
が
ら
、

「
安
全
の
確
立
」
に
向
け

日
夜
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
連
合
の
安
全
指
針
に

も
触
れ
ら
れ
て
い
る
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
は
結
果
で
あ

り
、
原
因
で
は
な
い
」
と

の
認
識
の
基
、
事
故
後
の

対
策
等
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー

プ
会
社
を
含
め
た
職
場
で

議
論
を
重
ね
、
そ
の
声
を
、

経
営
協
議
会
な
ど
の
場
で

反
映
さ
せ
る
な
ど
、
労
使

で
徹
底
し
た
議
論
を
行
っ

て
お
り
、
今

後
も
こ
の
取

り
組
み
を
継

続
さ
せ
て
い

き
ま
す
。
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組

は
、
安
全
の

取
り
組
み
を

第
一
義
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

春
闘
に
つ
い
て

２
０
１
７
春
闘
に
お
い

て
は
、
連
合
・
Ｊ
Ｒ
連
合

が
提
唱
す
る
「
月
例
賃
金

の
引
き
上
げ
を
目
指
し
、

併
せ
て
賃
金
要
求
項
目
の

集
中
化
を
図
る
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
夏
季
手
当
を

同
時
要
求
し
ま
し
た
。
16

年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
と
い
う

極
め
て
残
念
な
妥
結
と
な

り
ま
し
た
が
、
定
期
昇
給

の
確
保
と
併
せ
て
、
半
日

単
位
の
年
次
有
給
休
暇
制

度
の
限
度
回
数
の
改
善
や
、

以
前
よ
り
申
し
入
れ
て
い

ま
し
た
定
年
再
雇
用
者
で

あ
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
社
員

に
対
す
る
制
度
改
善
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
厳
し
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の

負
託
に
添
え
る
べ
く
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

政
策
課
題
解
決
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
四
国
に
対
す
る
税

制
特
例
措
置
、
い
わ
ゆ
る

「
二
島
特
例
・
承
継
特
例
」

が
平
成
29
年
度
か
ら
５
年

間
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
発
足
30

年
と
い
う
節
目
を
向
か
え
、

経
済
や
政
治
の
情
勢
か
ら

す
れ
ば
、
非
常
に
厳
し
い

環
境
下
で
の
取
り
組
み
で

あ
り
ま
し
た
が
、
最
重
要

政
策
課
題
と
し
て
Ｊ
Ｒ
連

合
が
取
り
組
ん
だ
、
多
岐

わ
た
る
政
策
要
請
行
動
の

お
か
げ
も
あ
り
、
現
行
制

度
の
ま
ま
５
年
間
の
延
長

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
改

め
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
税

制
特
例
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
５
年
ご
と
の
時

限
措
置
で
あ
り
、
会
社
経

営
上
の
不
安
定
要
素
で
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
大
会
等
各
種
会
合
で

毎
回
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ

四
国
は
他
の
会
社
の
よ
う

な
高
速
鉄
道
に
よ
る
収
益

の
柱
が
あ
り
ま
せ
ん
。
四

国
の
鉄
道
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
高
速
化
に
よ
る

鉄
道
需
要
の
増
加
、
収
益

の
拡
大
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
四
国
に
お
け
る
鉄
道

高
速
化
の
実
現
に
は
、
引

き
続
き
地
元
に
お
け
る
機

運
の
醸
成
及
び
国
へ
の
働

き
か
け
等
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
松
岡
会
長
は
じ
め
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
皆
様
に
も
四

国
新
幹
線
の
必
要
性
は
十

分
認
識
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
と
し
て
も
、

鉄
道
の
抜
本
的
高
速
化
の

必
要
性
を
各
種
集
会
等
で

引
き
続
き
訴
え
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
四
国

へ
の
高
速
鉄
道
導
入
に
向

け
た
取
り
組
み
に
ご
理
解
・

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
と
も
引

き
続
き
Ｊ
Ｒ
連
合
の
ご
指

導
ご
奮
闘
を
要
請
し
、
四

国
を
代
表
し
て
の
発
言
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
の
代
表
産
別
と
し
て

新
年
度
の
方
針
を
満
場
一
致
で
決
定
！

発言する中村代議員

中
村
代
議
員

発

言

要

旨

Ｊ Ｒ 連 合 松 岡 会 長

メインスローガン

ＪＲ連合結成２５年
政策課題と組織課題のさらなる前進を図り、
これからも安全で信頼されるＪＲを築こう！

サブスローガン

１．重大事故の反省と教訓を胸に、安全性の向上と
「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・重大労災ゼロ」を
達成しよう！

２．ＪＲ連合、当該単組、支援単組が三位一体となって、
総がかりの民主化闘争を展開しよう！

３．将来に亘り持続可能なＪＲグループをめざし、
さまざまな政策課題解決に全力で取り組もう！

４．「中期労働政策ビジョン（2014～2018）」の
到達目標達成をめざし、ＪＲグループに働く
全ての者の労働条件を向上させよう！

５．ワーク・ライフ・バランスの実現にむけて、
「男女平等参画推進計画」を着実に実践しよう！

玉 木 衆 議 院 議 員



６
月
19
日
（
月
）
17
時

か
ら
本
部
１
階
会
議
室
に

お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

議
員
団
会
議
第
26
回
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
井
上
団
長
か
ら
、

１
月
29
日
に
投
開
票
が
行

わ
れ
た
砥
部
町
議
選
で
の

６
期
目
の
当
選
が
報
告
さ

れ
た
。

議
題
で
は
、
こ
の
間
の

経
過
報
告
、
会
計
報
告
、

会
計
監
査
報
告
が
確
認
さ

れ
る
と
と
も
に
、
今
年
度

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
今
後

も
議
員
団
会
議
と
の
連
携

を
密
に
し
、
様
々
な
政
策

課
題
の
解
決
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
す
る
。

本
部
青
年
女
性
会
議
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会

メ
ン
バ
ー
は
６
月
21

日

（
水
）
、
香
川
県
坂
出
市

の
「
川
津
幼
稚
園
」
に
お

い
て
、
今
回
で
18
回
目
と

な
る
「
鉄
道
版
交
通
安
全

教
室
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
青
女
組
合
員
が
業

務
中
に
遭
遇
し
た
、
子
供

が
線
路
内
に
立
ち
入
っ
た

こ
と
に
よ
る
痛
ま
し
い
事

故
や
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
経
験

を
教
訓
に
「
子
供
が
列
車

に
跳
ね
ら
れ
た
事
故
」
で

は
な
く
「
自
分
達
の
仲
間

が
子
供
を
跳
ね
た
事
故
」

と
し
て
捉
え
、
こ
う
い
っ

た
事
故
を
一
件
で
も
減
ら

そ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、

平
成
15
年
か
ら
継
続
し
て

企
画
・
開
催
し
、
香
川
県

で
は
10
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
。今

回
の
「
鉄
道
版
交
通

安
全
教
室
」
に
お
い
て
は
、

本
社
支
部
青
年
女
性
会
議

組
合
員
が
中
心
と
な
り

「
し
げ
ち
ゃ
ん
」
「
ひ
ろ

み
ち
ゃ
ん
」
「
ア
ン
パ
ン

マ
ン
列
車
」
が
登
場
す
る

劇
「
線
路
に
は
近
寄
ら
な

い
」
と
「
列
車
は
急
に
止

ま
ら
な
い
」
の
２
本
を
上

演
す
る
と
と
も
に
、
「
踏

切
の
渡
り
方
」
に
つ
い
て

の
実
演
で
は
、
興
味
津
々
、

楽
し
み
な
が
ら
正
し
い
渡

り
方
や
線
路
に
立
ち
入
ら

な
い
こ
と
等
を
学
ん
だ
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
も
、

子
供
達
と
ふ
れ
あ
う
楽
し

い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
鉄
道
の
使
命
で
あ

る
安
全
第
一
、
職
責
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
し
た

有
意
義
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
な
っ
た
。

な
お
、
今
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
も
、

新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
か
ら

の
取
材
が
あ
り
、
青
年
女

性
会
議
の
活
動
を
幅
広
く

紹
介
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

子
供
達
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の
撲
滅
願
い

青
年
女
性
会
議
「
鉄
道
版
交
通
安
全
教
室
」
を
開
催

第
11
回
本
部
執
行
委
員

会
は
、
７
月
10
日
（
月
）

第
36
回
定
期
大
会
の
前
段

の
11
時
よ
り
、
「
大
和
屋

本
店
」
の
会
場
内
で
開
催

し
、
前
回
の
執
行
委
員
会

以
降
の
経
過
報
告
等
を
行
っ

た
。経

過
報
告
及
び
議
事
は

次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
団
交
）

・
平
成
29
年
度
夏
季
賞
与

（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
）

（
経
営
協
議
会
）

・
客
室
乗
務
員
関
係

（
業
務
）

・
安
全
推
進
委
員
会

（
事
業
）

・
乗
務
員
共
済
運
営
委
員

会
（
組
織
）

・
軟
式
野
球
大
会

・
出
向
組
合
員
対
話
集
会

（
愛
媛
、
香
川
・
本
社
、

徳
島
、
高
知
）

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
特
設
コ
ー
ス
」

（
政
治
）

・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
議
員
団

会
議
第
26
回
総
会

（
青
女
）

・
鉄
道
版
交
通
安
全
教
室

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
第
26
回
定
期
大
会

・
自
動
車
連
絡
会
幹
事
会

【
議
事
】

・
平
成
29
年
度
夏
季
賞
与

等
の
妥
結
承
認
に
つ
い

て
・
予
備
費
の
支
出
に
つ
い

て
・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
36
回

定
期
大
会
に
つ
い
て

第
11
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

６
月
20
日
（
火
）
香
川
県

丸
亀
市
「
四
国
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア
ム

丸
亀
」
に
お
い
て
、
「
第
10

回
支
部
対
抗
軟
式
野
球
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

梅
雨
に
よ
る

雨
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
当

日
は
、
眩
し
い

太
陽
が
照
り
つ

け
る
な
か
、
香

川
・
愛
媛
・
徳

島
・
高
知
支
部

の
４
チ
ー
ム
の

選
手
、
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
本
部

青
女
役
員
、
ま

た
審
判
団
に
は
、

我
々
の
仲
間
の
公
式
審
判
員

３
名
に
参
加
い
た
だ
き
、
大

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

試
合
は
、
４
チ
ー
ム
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行

わ
れ
、
青
年
女
性
組
合
員
に

よ
る
は
つ
ら
つ
と
し
た
真
剣

勝
負
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
４
大
会
ぶ
り

の
優
勝
を
目
指
す
愛
媛
支
部

チ
ー
ム
と
前
回
覇
者
の
高
知

支
部
チ
ー
ム
の
対
戦
と
な
り
、

高
知
支
部
チ
ー
ム
が
投
打
に

圧
倒
し
、
見
事
３
連
覇
を
達

成
し
ま
し
た
。

《
試
合
結
果
》

【
１
回
戦
】

高
知

６

―

４

徳
島

（
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）

愛
媛

11

―

10

香
川

（
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）

【
３
位
決
定
戦
】

徳
島

４

―

２

香
川

【
決
勝
戦
】

高
知

７

―

１

愛
媛

高
知
支
部
チ
ー
ム
が
３
連
覇
達
成
!!

７
月
１
日
（
土
）
香
川

県
宇
多
津
町
「
ホ
テ
ル
ア

ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋
」
に
お

い
て
、
管
理
者
組
合
員

（
現
場
長
・
助
役
・
非
現

業
部
門
の
主
席
ク
ラ
ス
）

を
対
象
と
し
た
ユ
ニ
オ
ン

ス
ク
ー
ル
「
特
設
コ
ー
ス
」

（
管
理
者
セ
ミ
ナ
ー
）
を

29
名
参
加
の
も
と
開
催
し

た
。始

め
に
、
中
濱
委
員
長

か
ら
「
管
理
者
組
合
員
に

期
待
す
る
」
と
題
し
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
を
取
り
巻
く

情
勢
や
四
国
の
鉄
道
の
抜

本
的
高
速
化
の
必
要
性
、

組
織
の
現
状
、
労
務
管
理

に
つ
い
て
問
題
提
起
す
る

と
と
も
に
、
分
会
を
は
じ

め
と
す
る
組
織
に
お
け
る

管
理
者
組
合
員
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ

た
。そ

の
後
、
富
士
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー
武
田
講
師
か

ら
「
管
理
者
組
合
員
に
求

め
ら
れ
る
も
の
」
と
題
し

た
特
別
講
演
で
は
、
多
様

化
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

変
化
し
続
け
る
社
会
に
お

い
て
発
生
し
て
い
る
労
務

問
題
な
ど
の
事
例
が
報
告

さ
れ
、
民
主
的
労
働
運
動

の
重
要
性
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

な
ど
、
職
場
に
お
け
る
管

理
者
組
合
員
の
重
要
性
等

に
つ
い
て
講
演
を
受
け
た
。

６
月
29
日
（
木
）
16

時
15

分
か
ら
本
部
１
階

会
議
室
に
お
い
て
、
安

全
推
進
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。

冒
頭
、
眞
鍋
安
全
副

推
進
委
員
長
か
ら
「
運

動
方
針
で
も
提
起
し
て

い
る
よ
う
に
、
安
全
の

確
保
は
全
て
に
優
先
す

る
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

労
働
組
合
と
し
て
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
発
揮
し
、
安

全
最
優
先
の
職
場
風
土

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
、
議
事
に
入
っ

た
。議

事
で
は
事
務
局
か

ら
、
①
平
成
28

年
度
安

全
・
事
故
防
止
に
関
す

る
経
営
協
議
会
に
つ
い

て
②
職
場
環
境
改
善
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
③

Ｊ
Ｒ
連
合
の
安
全
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
④
平
成
29

年
度
の
安

全
・
安
定
輸
送
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
報
告
と
説
明
が
あ
り
、

各
委
員
か
ら
は
、
安
全

に
関
す
る
意
見
や
質
問

等
、
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
た
。

安
全
推
進
委
員
会
を
開
催
！

議
員
団
会
議
総
会
を
開
催
！


